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 今回我々は、この間接的な保護作用を明らかにするために、ラット ICH モデルを作製し、メラ
トニン投与による運動機能の改善とその機序について研究した。ICH モデルはコラーゲン分解酵
素(Collargenase 15U/mL, 1.4uL)を、雄ラット(8 週齢)の内包近傍の左線条体に微小注入して作製
した。作製した ICH モデルに対してメラトニン(15mg/kg)を障害後 7 日間経口投与し、その効果





ーロン数の改善の原因を探るため、障害 1 日後に OX-41 の免疫染色によりマクロファージの活性
化の程度を評価したが、メラトニン投与による有意な変化は認められなかった。一方、活性酸素





かった。また、ICMS に対する応答性が、大脳皮質の FG 陽性細胞が増加した部位で特に改善し
ていることが明らかになった。 




       
 
 







 ICH モデルラットは、8 週齢雄ラットの内包近傍の淡蒼球へコラゲナーゼ（15 U/ml, 1.4 μ
L）を微小注入し作製した。出血 1 時間前および 6 時間後から出血 7 日後までメラトニン(15 
mg/kg)を経口投与し、メラトニン投与後の運動機能を経時的に Motor Deficit Score により評
価したところ、出血 7 日後にメラトニン投与群において運動機能が有意に改善していた。頸髄
C3-4 レベルに逆行性トレーサーのフルオロゴールド(FG)を投与して、大脳皮質運動野に残存す
る皮質脊髄路ニューロンを標識し計測したところ、bregma 前方 1.7 mm の運動野領域において
FG 陽性細胞数がメラトニン投与により有意に増加していることが明らかになった。メラトニン
















られる実験法はないか」など 12 項目の質問がなされ、第 1 副査の山田和雄教授からは「C3-
4 頸髄への FG 投与の影響はないのか」「メラトニン効果の皮質の部位差はどのように考えるの
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